
互いに認めあう

〇振り返り

さくら組では、寒くなり、戸外遊びでは、友達や保育者と一緒に体を動かせる遊びを楽しんでいま
す。以前、きく組の友達や親子運動遊びの時にお家の方と一緒にしたしっぽとりを継続して遊ぶ姿
がみられています。その中で、友達と一緒に遊びのルールを作ったり、遊び方を変えたりして遊ぶ
ことも増えてきました。例えば、広い範囲だったら、なかなか友達のしっぽを取ることが難しいと
思ったのか、「まるを描いて、その中でしよやー」という意見がでて園庭に円を描いて、その中で
しっぽとりを楽しんでみたり、「しっぽをいっぱいつけたら楽しそう」などと子ども達で考え、そ
れをやってみる姿も見られたりしています。また、友達と一緒に考えて作った遊びやルールは、守
ろうとする姿もみられます。友達の意見を受け入れ、自分の思いを遊びのなかで伝えて、友達に認
められることも、子ども達にとって自信につながっていると思います。これからも、子どもたちの
気持ちや考えを大切にして、クラスの仲間作りを深めていきたいと思います。（健康な心と体・言

葉による伝え合い・思考力の芽生え・社会生活との関わり）

作成日 令和3年12月15日
対象児 ４歳児さくら組
作成者 山川真紀

〇ねらい 友達や保育者と遊ぶなかで、自分の思いや考えを伝え
あうことを喜ぶ。


